
津波による惨害にいまなお苦 しむ気仙沼に生を受けた書道家o ｢ こ の 世の悲しみ に喜ん で関わ る人｣ として東北沿岸の被災者

と寝食をと もに した韓国の 写真家｡ 和と韓の ア
ー

トが奏でる この 祈りの響振を､ わ た したちは東北の震災を世界に開き､ 希望

を生み 出しつ づ ける､ ア ー トによる復興に向けた第
一 歩に したい と考えてい ます o

2 0 1 1 .3 . 1 1
､ 未曾有の大災害か ら半年を経過 した今 ､ わた したち は新たな言葉を紡ぎ出す時期を迎えて い ますo 犠牲とな っ

た方々 へ の鎮魂を出発点に ､ こ の祈りから､ どのような
一 歩を踏み出せ るか ､ みなさまと共に考える機会となればと思い ます0

日時 : 2 0 1 1 年 1 0 月 2 4 日( 月) ､ 2 5 日( 火) 入場無料 ･ 参加自由

場所 : せんだい メディ アテ
- ク ･ 1 F オ ー プン ス ク ェ ア + 定禅寺通メ ディ アテ

- ク前縁道

1 0ノ2 4 ( 月)

l l: 3 0 - チ ェ ン ソ - ア ー ト制作実演
@ 定禅寺通り緑道

栗田宏武ほか

( いちは ら自然奨校/ チェ ンソ - カ ー ヴァー)

1 4 :0 0 - 作家対談 ｢作家の日で見た東北の未来｣
@ 1 F オ ー プン スクエ ア

菊田翠谷 ( 気仙沼/ 書道家)

峯
ビ

実説 (韓国 / 写真家)

栗田宏武 ( 前掲)

1 0/2 5 ( 火)

1 4 :0 0 - シ ン ポジウム

｢ ア
ー

トに よる復興地域づくり｣
@ 1 F オ ー プンス ク エ ア

｢ ア
ー トトリエンナ ー レのねらいと役割､ 今後の方向性｣

｢ 被災地の民俗芸能と復興 へ の 道すじ｣

｢南三陸町で の ア
ー

トによる地域活動に つ いて｣

｢地域の特色を活かした復興支援と協会のア
ー ト支援活動｣

｢ 大館の 『まち育て』 実践事例とア
ー トでの復興｣

｢哲学カフ ェ のねらい と復興のあり方｣

コ
ー ディネ ー タ ー

五十嵐太郎

橋本 裕之

吉川 由美

山下 三郎

北原 啓司

西村 高宏

志賀野桂
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【主催】 南三陸ふ るさと連合会/ N P O 法人 とうほく P PP
I P F I 協会/ い ちは ら自然契校 【協力】 仙台市市民活動サポ ー トセ ン タ ー / ｢ 地球 はひ と つ｣ 編集部

【共催】 日本建築家協会 / 南三 陸まんぼう倶楽部/ 建設T G 会 【後援】 助成( 財) 仙台市市民文化事業団 【主管】 ｢祈 りを紡ぐ｣ 実行委員会 T el
: 0 2 2 L2 1 6 ･6 2 2 2



出展者 ･ 講演者プロ フィ
ー ル

菊田 翠谷 S uik o k u Kik u t a

書道家o 本吉町大谷 ( 現気仙沼市) 生まれo 加藤翠柳､ 大沢雅休に師事o

宮城県国際美術交流会会長o 中国
･ 北京工芸美術学会理事｡ 宮城県芸術協会理事 ･ 参事など歴任o

地域文化功労者文吉陣卜学大臣表彰､ 宮城県教育文化功労者表彰､ 聖グレゴリオ教皇騎士勲章受章など多数｡

李 乗用 L E E B y tl n g y O n g

写真家. 韓国チ エ ンチ ョ ン生まれo

ウ ォ ン プン化学 (秩) 勤務 の の ち､ E] 本東京工芸大学写真学科卒業､ 日本東京工 芸大学写真学科研究課程修了o

東日本大震災後､ 被災地の写真を撮り続け､ 写真小冊子 ｢ 地球はひとつ｣ の発刊に関わ っ て い るo

栗田 宏武 H ir o m u K u rit a

チ ェ ン ソ - カ ー ヴ ァーo 香亜奈工房代表｡ 特定非営利活動法人い ちはら自然奨校校長､ 特定非営利活動法人河口湖自然契校理事.

高 い レベルを持つ ､ 国内でも有数の ロ グビル ダ
ー であるとともに､ ｢ チ ェ トウイン ド･ イ ンタ

ー

ナ シ ョナル ･ チ ェ ー

ン ソ ー カ ー ビ ン グ ･

チャ ン ピオ ン シ ッ プ｣ 3 連覇達成など､ チ ェ ン ソ
- カ ー ヴァーと しても世界的に清躍中｡

五十嵐 太郎 T a r o lg a r a sbi

建築史
･

建築批評家o 東北大学教授 ､ せ んだい ス ク
ー ル ･ オ ブ ･ デザイン教員を兼任｡

第 1 1 回 ベネチア
･ ビ エ ンナ ー レ国際建築展日本館展示 コ ミ ッ シ ョ ナ

ー

､ あい ちトリ エ ンナ
ー レ 2 0 1 3 の 芸術監督｡

著書に 『終わりの建築/ 始まりの建築』 (IN A X 出版) ､ 『美 し い都市
･

醜 い都市』 (申公新香ラクレ) ほか多数o

橋本 裕之 H i r o y u ki H a shi m o t o

盛岡大学文学部教授o 専門は演劇学
･

民俗学｡

主な研究テ
ー

マ と して
､ 古代 ･ 中世芸能の精神史的研究 ､ 民俗学 ･ 民俗芸能研究の思想史的研究などo

著書に 『演技の精神史一中世芸能の言説と身体』 (岩波書店) , 『民俗芸能研究という神話』 (森話社) など｡

吉川 由美 Y 11 m i Y o s bi k a w a

プロ デ ュ ー サ ー

､ 演 出家o 宮城大学非常勤講師. 有限会社ダ･ ) ヽ プラ ン ニ ン グ･ ワ
ー

ク代表取締役などo

コ ンサ ー ト ･ 演劇 ･ ダン ス などア
ー トイベ ントのプロ デ ュ ー ス ･ 脚本 ･ 演出､ 各地 の文化ホ ー ル の運営を手がけるo 東日本大震炎で

町の 6 9 % の 住宅が流失した南三 陸町で全国の さまざまな支援をつなぐとともに､ 復興に向けた心の支えとなるプロ ジェ クトを展開中o

山下 三郎 S a b 11 r O Y a m a s bit a

N P O 法人とうほく P P P
･

P FI 協会理事､ 文化事業委員長｡

工業意匠
･ 地域デザイン計画を適 して ､ 東北 ･ 北海道各地と深い信頼関係で結ばれてい る.

北原 啓司 K eiji K it a h a r a

弘前大学教育学部教授 ｡ 教育学部副学部長 ､ 地域共同研究センタ
ー

教授などを兼任｡ 専門は都市計画､ コ ミ ュ ニ テ ィ
･ デザイン ｡

｢ まち育て｣ をキ ー ワ
ー

ドに, 住民参加ワ
ー クシ ョ ッ プや商店街活性化などの活動を行 っ て い る o 著書に 『中J己､市街地活性化と持続

可能なまちづくり』 (共著､ 学芸出版社) ､ 『対話による建築 ･ まち育て一参加と意味のデザインー』 (共著 ,
学芸出版社) など｡

西村 高宏 T a k a bi r o N i sbi m tl r a

東北文化学園大学医療福祉学部准教授｡ 専門は臨床哲学｡

( 対話) と いう営みなどをとおして哲学的な知の社会的接続の可能性を問い直すo 哲学以外の 研究者やさまざまな職業従事者と連携

し
､ 医療や看護､ 福祉 ､ 科学技術､ 政治､ ア

ー トなどのうちに潜む哲学的な諸問題を読み解く括勤 (哲学カフ ェ) を行 っ て い る .

志賀野 桂
一

K eii c hi S hig a n o

東北文化学園大学教授 総合政策学部長 ､ 東北大学特任教授( 客員)

文化経済学会､ 日本ア
ー

ト マ ネジメ ン ト学会に所属o




